
調査対象物質 分析法フローチャート 備　　考

濃縮

振とう抽出

定容

濃縮

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
1mLまで

精製水 3mL
ﾍｷｻﾝ 1mL× 3回

(ｴﾏﾙｼﾞｮﾝが発生した場合
においては適宜遠心分離)

1M水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ- ｴﾀﾉｰﾙ 4mL
70℃、1時間

窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.5mLまで

分析原理：GC/MS-SIM-EI

検出下限値：
 【水質】（ng/L）
　 [7] 0.5

分析条件：
 機器
  GC：HP6890
  MS：HP5973MSD
 カラム
  DB-5MS
  30m×0.25mm、0.25µm

pH調整

1M塩酸 pH3
塩化ﾅﾄﾘｳﾑ 25g

脱水振とう抽出

ｸﾘｰﾝｱｯﾌﾟｽﾊﾟｲｸ添加
2,6-ｷｼﾚﾉｰﾙ-d4 50ng

無水硫酸ﾅﾄﾘｳﾑ

[7]2,6-キシレノー
ル

【水質】

水質試料

500mL

ｼﾞｸﾛﾛﾒﾀﾝ 50mL×2回

誘導体化
(エチル化）濃縮

1M水酸化ﾅﾄﾘｳﾑ-ｴﾀﾉｰﾙ
0.5mL

硫酸ｼﾞｴﾁﾙ 0.2mL
室温、1時間

GC/MS-SIM-EI

ﾌﾛﾘｼﾞﾙ 5g
溶出： ｼﾞｴﾁﾙｴｰﾃﾙ/ﾍｷｻﾝ(4:96) 10mL

ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ

2mLまで
ｱｾﾄﾝ 50mL
ﾛｰﾀﾘｰｴﾊﾞﾎﾟﾚｰﾀ
窒素ﾊﾟｰｼﾞ
0.2mLまで

アルカリ分解

ｼﾘﾝｼﾞｽﾊﾟｲｸ添加
ﾅﾌﾀﾚﾝ-d8 50ng

ﾍｷｻﾝ
0.5mL

カラムクリーンアップ

転溶・濃縮
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